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第９節 日照阻害 

1 地形改変後の土地及び工作物の存在に係る日照阻害 

1) 調査内容 

日照阻害の現地調査の内容は、表7-9-1に示すとおりです。 

表7-9-1 日照阻害の調査項目 

現地調査項目 

日照阻害 日影の状況 

2) 調査手法 

(1) 調査地域 

 調査地域は対象事業の実施により日照阻害の影響を受けるおそれのある地域とし、

現地調査の調査地点は、図7-9-1及び表7-9-2に示すとおりです。 

表7-9-2 調査地点 

調査内容 調査地点 

日影の状況 

No.1 小学校東側 

No.2 小学校南側 

No.3 小学校西側 

(2) 調査方法 

 日影の状況の調査方法は、天空写真を撮影する方法としました。また、既存建築

物による日影は、地形及び建築物等の調査結果から時刻別日影図、等時間日影図等

を作成する方法としました。 

天空写真撮影地点及び撮影諸元は表7-9-3に示すとおりです。 

表7-9-3 天空写真撮影地点及び撮影諸元 

調査地点 距離注） 撮影諸元 

No.1 小学校東側 約54ｍ 天候：晴 

水平角：90° 

使用カメラ：Nikon COOLPIX990 

使用レンズ：Nikon Fisheye FC-E8 

撮影高さ：地上1.5m 

No.2 小学校南側 約 2ｍ 

No.3 小学校西側 約19ｍ 

注）事業区域の敷地境界からの距離 
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(3) 調査時期 

 調査時期は、表7-9-4に示すとおりです。 

表7-9-4 日照阻害調査時期 

調査項目 調査時期 

日照阻害 平成25年11月11日 
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図7-9-1 日照阻害調査地位置図 
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3) 調査結果 

現地で撮影した写真を基に作成した、現況天空図は図7-9-2に示すとおりです。 

いずれの調査地点においても、中高層建築物の影響を受けている状況にあり、特

に冬至においては太陽の軌道と建築物が大きく重なっています。 

なお、事業区域の北側に隣接する北九条小学校の校舎は、平成24年度に改築され

ており、調査時点（平成25年11月11日）においては、グラウンドの整備作業中です。 

図7-9-2 現況天空図 

小学校東側 

小学校西側 

小学校南側 

北九条小学校 新旧校舎位置図 
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4) 予測手法 

(1) 予測内容 

 地形改変後の土地及び工作物の存在に係る日照阻害の予測項目は、表7-9-5に示す

とおりです。 

表7-9-5 地形改変後の土地及び工作物の存在に係る日照阻害における予測対象項目 

項  目 予測対象項目 

日照阻害 
地形改変後の土地及び工作物

の存在に係る日照阻害 

冬至日における日影の範囲、日影となる時刻

及び時間数等の日影の状況の変化の程度 

冬至日における周辺建物の日影を考慮した

場合の北側に隣接する小学校敷地における

日照時間の変化の程度 

(2) 予測時期 

 予測時期は、建設工事が完了した時期としました。 
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(3) 予測地域 

対象事業の実施により日照阻害の影響を受けるおそれのある地域とし、具体的に

は、予測対象項目ごとに下記のとおり設定しました。 

「冬至日における日影の範囲、日影となる時刻及び時間数等の日影の状況の変化

の程度」については、予測対象となる時刻の日影が届く範囲としました。 

また、「冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷

地における日照時間の変化の程度」については、冬季にはグラウンド等屋外におけ

る児童の活動の頻度は少なく、主な活動の場は校舎内であると想定されるため、図

7-9-3に示す校舎南側の地点を、小学校の敷地内の代表的な予測地点として設定する

こととしました。 

図7-9-3 「冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校

敷地における日照時間の変化の程度」の予測地点 

校舎南側 
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(4) 予測方法 

A 冬至日における日影の範囲、日影となる時刻及び時間数等の日影の状況の変化の程度 

建築基準法第56条の2の規定に基づき、冬至日の午前9時から午後3時（真太陽時）

における時刻別日影図及び等時間日影図をコンピュータシミュレーションにより計

算・作図する方法によりました。 

日影の予測条件は、表7-9-6に示すとおりです。 

表7-9-6 日影の予測条件 

項目 条件 

建築物の配置・形状 「第２章 対象事業の目的及び内容」参照 

建築物の高さ 高層部：G.L.+約180ｍ、低層部：G.L.+約50ｍ 

日影測定面の位置 平均地盤面から0ｍの位置 

予測の時期 建設工事の完了後の冬至日 

予測の時間帯 真太陽時の午前9時～午後3時 

予測に用いた緯度・経度 北緯43°04′、東経141°21′ 

B 冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地における日

照時間の変化の程度 

 時刻別日影図を作成し、現況における日照時間と複数の計画案における日照時間

を計算し、それぞれの日照時間を比較する方法としました。また、日影の予測条件

は表7-9-6に示すとおりです。 

 なお、日照時間の計算では晴れ、曇りなどの天候によって日照時間が変動する割

合注）を考慮し、算出することとしました。 

注）「日照時間が変動する割合」は、気象庁が公開している札幌の月平均の日照率のデータを

過去10年分集計し、冬季・中間季・夏季に分けて平均値を求めました。 
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5) 予測結果 

(1) 冬至日における日影の範囲、日影となる時刻及び時間数等の日影の状況の変化の

程度 

時刻別の日影図は図7-9-4に示すとおりです。 

計画建物により午前9時から午後3時(真太陽時)に日影が生じる範囲は、事業区域

の北西側約800mから、北側約400mを経て、北東側約800mに及ぶと予測されます。 

等時間日影図は図7-9-5に示すとおりです。 

北九条小学校校舎は、計画建物により午前9時から午後3時の6時間のうち、1～2時

間程度日影になると予測され、校舎南側のグラウンドは、3～6時間程度日影になる

と予測されます。 

 また、事業区域の北東側に位置する近隣商業地域においては、1時間程度日影にな

るものと予測されます。 

図7-9-4 時刻別の日影図（冬至） 

9:00

11:00

13:00

15:0010:00

12:00
14:00
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図7-9-5 等時間日影図（冬至） 
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+25分 

(2) 冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地に

おける日照時間の変化の程度 

 A 日照時間 

冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地につ

いて、現況、準備書案、変更案における天候によって変動する日照時間の割合を考

慮した日照時間を検討、比較した結果は、表7-9-7に示すとおりです。 

変更案の計画立案に際しては、準備書への市長意見等を勘案し、北側に隣接する

小学校の日照時間の確保を課題の一つとして取り組みました。中でも、児童の主な

活動の場として想定される校舎への日照時間が長くなるよう配慮しました。 

その結果、冬至における校舎南側の日照時間は、現状で86分、準備書案で29分、

変更案で54分となりました。このため、事業計画の変更（準備書案から変更案に変

更）によって、日影の影響は低減されると予測されます。 

なお、夏至及び春分・秋分等の日照時間は、資料編 資料5に記載しています。 

表7-9-7 冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校

敷地における日照率を考慮した日照時間の比較結果 

番号 

予測検討ケース 予測結果 

事業計画など 配慮事項 配置イメージ 

校舎南側 

日照時間 

（分） 

現状との

比較 

Ａ 
現状 

（周辺の建物の日影を考慮） 
－ 86 － 

Ｂ 
準備書案 

(2棟案) 

準 備 書 段階 に

おける計画案 

高 さ 180m の 高

層棟2棟で構成 

高層 棟を 2棟 に

分けて配置し、ス

リット部から太陽

光が差し込む様に

配慮 

29 -57 

Ｃ 
変更案 

(1棟案) 

評 価 書 段階 に

おける計画案 

高 さ 180m の 高

層棟1棟で構成 

準備 書段階 の 2

棟案を基本とし、

北九条小学校に近

い、北東側の棟を

とりやめ、日影に

よる影響を低減

54 -32 
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 B 時刻別の日影 

冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地にお

ける時刻別の日影の変化の程度は、図7-9-6に示すとおりです。 

この図では、周辺建物を考慮した日影（複合的な日影）の範囲を灰色で示してお

り、計画建物により小学校敷地内に新たに発生する日影の範囲を赤色で示していま

す。 

小学校敷地内における日影の影響を準備書案（2棟案）と変更案（1棟案）で比較

すると、10時から12時の時間帯では、赤色で示す日影の範囲が減っています（下記 11

時の例を参照）。したがって、事業計画の変更（準備書案から変更案に変更）によっ

て、日影の影響は低減されると予測されます。 

 なお、夏至及び春分・秋分における時刻別の日影の変化の程度については、資料

編 資料6に記載しています。 

＜準備書案と変更案の比較による変化の例（11時）＞ 

区分 Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

11時の状況 

（冬至） 

準備書案(2棟案)から変更案(1棟案)への変更に伴って、 
校舎東側とグラウンド東側の日影が低減

日影の影響が低減 



区分 Ａ 現況（周辺の建物の日影を考慮） Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

9時の状況 

（冬至）

区分 Ａ 現況（周辺の建物の日影を考慮） Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

10時の状況 

（冬至）

図7-9-6(1) 冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地における時刻別の日影の変化の程度 

日影の影響が低減

＜＜ 時刻別の小学校敷地における日影の変化（現況と複数案の比較）＞＞ 

凡 例 

小学校の敷地 

事業区域 

複合的な日影 

複合的な日影のうち

小学校敷地内におけ

る計画建物による日

影 

（周辺建物の日影を

除く） 

校舎西側の日影が 

低減 

7
-
9
-
1
2



区分 Ａ 現況（周辺の建物の日影を考慮） Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

11時の状況 

（冬至）

区分 Ａ 現況（周辺の建物の日影を考慮） Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

12時の状況 

（冬至）

図7-9-6(2) 冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地における時刻別の日影の変化の程度） 

凡 例 

小学校の敷地 

事業区域 

複合的な日影 

複合的な日影のうち

小学校敷地内におけ

る計画建物による日

影 

（周辺建物の日影を

除く） 

日影の影響が低減

日影の影響が低減

校舎東側とグラウンド東側

の日影が低減 

＜＜ 時刻別の小学校敷地における日影の変化（現況と複数案の比較）＞＞ 

校舎東側とグラウンド東側

の日影が低減 

7
-
9
-
1
3



区分 Ａ 現況（周辺の建物の日影を考慮） Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

13時の状況 

（冬至）

区分 Ａ 現況（周辺の建物の日影を考慮） Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

14時の状況 

（冬至）

図7-9-6(3) 冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地における時刻別の日影の変化の程度） 

凡 例 

小学校の敷地 

事業区域 

複合的な日影 

複合的な日影のうち

小学校敷地内におけ

る計画建物による日

影 

（周辺建物の日影を

除く） 

＜＜ 時刻別の小学校敷地における日影の変化（現況と複数案の比較）＞＞ 

7
-
9
-
1
4



区分 Ａ 現況（周辺の建物の日影を考慮） Ｂ 準備書案(2棟案) Ｃ 変更案(1棟案) 

15時の状況 

（冬至）

図7-9-6(4) 冬至日における周辺建物の日影を考慮した場合の北側に隣接する小学校敷地における時刻別の日影の変化の程度 

凡 例 

小学校の敷地 

事業区域 

複合的な日影 

複合的な日影のうち

小学校敷地内におけ

る計画建物による日

影 

（周辺建物の日影を

除く） 

＜＜ 時刻別の小学校敷地における日影の変化（現況と複数案の比較）＞＞ 

7
-
9
-
1
5
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6) 環境保全措置の検討 

 事業者の実行可能な範囲内で日照阻害への環境影響をできる限り回避し、又は低

減することを目的として、事業内容の決定に際し、環境保全措置の段階的な検討を

行いました。 

 事業計画のうち建物の配置を検討する際に、日照阻害の影響の低減を図っていま

す。（「第2章 対象事業の目的及び内容」をご参照下さい。） 

 このほか、今後の詳細な設計の段階又は工事の実施段階において、現地確認を行

い、さらなる日照阻害への影響の低減を図る計画です。 

7) 事後調査 

 日照時間に係る予測は、科学的知見に基づいて設定された手法により実施してお

り、その使用実績や予測精度に関する知見が十分に蓄積されていると判断できるこ

とから、予測の不確実性は小さいと考えられます。 

 このことから、事後調査は実施しないものとします。 

 なお、北側に近接する北九条小学校へ及ぼす日影による、学校児童への健康影響

や、学習生活環境及び学校運営への影響については、当事者間の協議に基づき、モ

ニタリングを実施し適切な対応を図る考えです。 

8) 評 価 

(1) 回避又は低減に係る評価 

 事業計画では、環境の自然的構成要素の良好な状態の保持の観点から、回避・低

減に係る段階的な環境保全措置の検討を行い、事業計画において、日照阻害の影響

の低減を図っており、環境影響の程度を極力抑える計画となっています。 

 このことから、日照阻害への影響は事業者の実施可能な範囲内で低減されている

ものと評価します。 

(2) 基準又は目標との整合性 

 整合を図るべき基準又は目標は表7-9-8に示すとおりで、「建築基準法」第56条の2、

別表第4及び「札幌市建築基準法施行条例」第5条の規定に基づく日影規制より設定

しました。 

なお、図7-9-7に示すとおり、事業区域は商業地域であり、日影規制は受けません

が、事業区域周辺の近隣商業地域に指定された地域のうち、「札幌市建築基準法施行

条例」第5条の規定に基づく日影規制除外区域を除いた地域は、日影規制が制定され

ています。 

 表7-9-9に示すとおり、近隣商業地域おける日影時間は1時間程度となり、整合を
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図るべき基準又は目標を下回っています。このことから、基準又は目標との整合は

図られるとものと考えられます。 

表7-9-8 整合を図るべき基準又は目標 

区  分 整合を図るべき基準又は目標 基 準 値 

近隣商業地域 
「建築基準法」第56条の2、別表第4 

「札幌市建築基準法施行条例」第5条 

2.5時間 

（境界線からの水平距離が10mを超え

る範囲における日影時間） 

表7-9-9 日照阻害の影響に係る評価結果 

予測地点 日影時間 整合を図るべき基準 評価結果 

近隣商業地域 1時間 2.5時間 ○

注) 評価結果の欄中、○印は、基準又は目標との整合が図られることを意味します。 
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図7-9-5 日影規制区域図 

図7-9-7 


